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● 8 月も＜熊本地震＞に続き＜千葉豪雨＞更に＜北陸の豪雨＞と立て続けに発生した自然災害のニュースが 

絶えなかった。海外でも南米やネパールでは土石流に襲われている。 

災害を予期した＜事前対策・準備の明確化＞と、遭遇した際の綿密な対応手段の共有・実施力の強化が一層 

望まれる。 

● 地震・台風・豪雨については常に情報が流され誰もが確認しているが、最近また新たに「水飢饉」という 

言葉が頻繁に聞かれるようになった。今年は各地方の重要な水源地での降水量の著しい低下が目立っている。 

この問題も日本だけではなく、世界のあちこちで農業用水・工業用水の不足が発生している。国連も「世界 

は水破産の状態にある。」と警告している。食料不足だけでなく多面的な悪影響に繋がる可能性が高いことか 

らも、地域・国・世界が取り組む課題を、何処かで早急なシナリオにまとめることが必要と考える。 

□ 建築部会：（谷垣正治 小鹿紀英 記） 

●8 月 17 日第 310 回建築部会が開催されました。主な議事は以下のとおりです。 

  ・令和 8年熊本地震について 

  ・第 18 回寺子屋企画「大地震後に住み続けられるマンション」 

  ・建築部会の今後の進め方について意見交換 

■令和 8年熊本地震について 

・地震概要 

2026 年 7 月 28 日 16 時 27 分頃、熊本県熊本地

方で Mj7.1 の地震が発生しました。気象庁はこの

地震について「令和 8 年熊本地震」と命名しまし

た。 震源は、熊本県熊本地方の深さ 16km、地震規

模は Mj7.1 と発表されています。今回の震央位置

は、図に示すように、2016 年に発生した熊本地震

の本震の震央から約 20km 離れた日奈久断層北部に

位置します。この地震での最大震度は７(宇城市豊

野町および氷川町島地)で、震源に近い KiK-net 豊

野観測点では、最大加速度 864gal を観測しました。

また、八代市と宇城市では長周期地震動階級の最

上級である階級 4 が観測されました。これは M7 級

まで大きくなった断層からは長周期成分も相当に

生成されることによるもので、南海トラフ巨大地震の長周期発生とはメカニズムが異なります。 

2016 年熊本地震から 10 年後、同じ熊本地方内の別地域で再び震度 7・M7 級の地震が発生し

ました。震度 7 が同一地方で再び観測されることは、日本の観測史上きわめて珍しいとされて

います。さらに今回の地震では、日奈久断層帯の北部〜中部が活動したとみられ、南部の活動

可能性も専門家から指摘されています。 

・被害概要 

熊本県の発表によれば、8 月 21 日時点で、死者数 38 名・負傷者数 1081 名、住家被害につい

ては 1613 棟の全壊が報告されています。避難所数・避難者数は 7 月 30 日が最大で 406 か所・

9450 人でしたが、8 月 21 日時点では 69 か所・2884 人となっています。暑さ厳しい中での避難

先での生活環境の悪化が懸念されます。 

・建築物の被害 

八代市の工場煙突の倒壊、嘉島町のショッピングモールの LP ガス大爆発事故など、これま

でにないタイプの被害が報告されています。建築物の被害については、日本建築学会災害委員

の報告によれば、 
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・八代市庁舎免震建築物で鋼棒ダンパーに大きな残留変形が残った。一方で、同じく免震構

造の益城町役場ではほとんど被害がなく継続使用できた。 

・ブレース補強により耐震改修した病院で、短柱のせん断破壊や壁の破壊が見られた。 

・ショッピングモールで天井材や外壁の落下の被害があった。 

・新耐震のマンションでも方立壁等非耐力壁の破壊が見られた。 

・活断層が横切る学校で断層運動で L字形平面の RC 造校舎が被害を受けた。 

等が報告されています。 

〇次回建築部会は、9月 21 日（月・祝）ZOOM 開催 

□ 戸建住宅部会：（小須田廣利 記） 

●以前にも触れましたが、建設物価の高騰が止まりません。2015 年を基準にすると、建設資材物価指数

や建設費指数はこの 10 年で、約 4 割～5 割程度上昇しています。ご承知のように、①輸入依存度の高い

資材などの高い上昇がみられます。②建設工事の高水準の仕事量が有る。③資材のみならず、労務費

（人件費）の上昇がダイレクトに工事費原価を押し上げている、と言われています。 

そして追い打ちをかける様に①建設業界における高齢化と、慢性的な人手不足②2024 年 4 月からの時間

外労働の上限規制適用に伴う省力化、労働環境改善コスト③労務単価の連続引き揚げの波及が上げられ

ます。（参考資料：建設物価調査会） 

 とは言え、建設業界は業績を維持しなければならない現実が有ります。この様な経営環境のもと、業

界としてまた企業として、どのような活路を見出すのか、大きな問題に直面しなければなりません。 

〇次回の部会は９月１１日（金）16 時開催予定 

□ 集合住宅部会：（秋山哲一 記） 

●8 月 4 日に開催した集合住宅部会の概要報告 

情報提供として、9 月に広島市・安田女子大学で開催される予定の日本建築学会大会の発表論文梗

概集の中の建築社会システム部門で秋山が発表者になっている以下の論文について概要を紹介し、

意見交換を行った。①高経年マンションにおける専有部分内共用排水竪管の改善改修方法の検討、

②分譲マンションにおける専有部分・共用部分改修工事の実態 その３ 2020 年から 2025 年の社会

経済変化の影響と超高層マンション長期修繕計画上の課題、③超高層集合住宅に対応した長期修繕

計画チェックリストの検討。次回の合同部会で質疑応答などについて追加報告を行う予定。おなじ

建築社会システム部門のマンション以外の非住宅建築維持管理の領域では、修繕履歴、BIM 活用、

360 度カメラによる点群データ活用など新しい取り組みが盛んにおこなわれているとの紹介があっ

た。 

白石さんから、集合住宅ストックにおける外付け ELV,CN についての話題提供があった。主として

団地型中層住宅における CN 対応に向けた取り組みの重要性の解説。提案である。社会的な CN 対応

ニーズは非常に高く、サーツとしてモデルプロジェクトなどにかかわる機会があるのではないか、

との趣旨である。白石提案は公的セクターによる階段室型中層賃貸集合住宅団地が対象となってい

るため、集合住宅部会・マンション管理組合支援事業部会が主としてターゲットとしている区分所

有マンションでは積極的な対応につながりにくいとの意見があり、継続検討課題になっている。 

〇次回：10 月 27 日（火）17:00～19:00 
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□ マンション管理組合支援事業部：（丸山和郎 記） 

  

 8 月下旬ともなると安曇野は秋の始まりが感じられるようになる。朝晩は 21℃前後でスズムシやコオ

ロギの音を楽しめる。写真のように稲穂が垂れ始めダリアの花も夏の終わりを飾っている。 

●近年の異常気象が異常ではなくなりつつあり、各地がゲリラ雷雨と猛暑日とに見舞われている。 

 雨水排水の目安となる最大降雨量が時間当たり 60mm だったものが今は 100mm でも追いつかないことが

多い。マンションの屋根防水改修もこの影響を受け、ドレンと竪樋サイズを変更し、ベランダの溢水事

故防止を図らなければならず、戸建住宅も床上浸水や床下浸水の被害を受け、避難先や車中で体調を崩

す被災者は年ごとに増えていて、最も悲しむべきことは災害関連死者の増加だ。建築基準法も耐震基準

同様の耐水害規準が必要になるであろうと憂慮するのは自分一人ではないであろう。 

●令和８年 8月度委託物件の経過状況 

①パークコート本郷真砂：工事監理業務：工事期間：2026 年 2月 2日（月）～9月 30 日（水） 

現在、監理者検査が外構も含め、東側・南側の 2 面とセットバック部の足場解体前検査が完了。引き続

き足場解体作業が続く。 

８月 23 日（日）16：00 より行われる 3 者定例会議では、管理会社から要望の内部廊下のクロス貼りを

提案のほか完成検査および引き渡し日程の確認を行う。 

②８月度引き合い物件への対応状況 

a) WPC 造中層マンション：9 月以降の理事会で方向性が出されれば、年末にかけた組合総会で意見を

求める段取りとなる予定で、コンサル先を検討するとのこと 

●事業部内の営業ツールレジメ見直しについて 

①「壁式 PC 造マンションの改修工事に向けてのポイント～事前の建物診断調査が重要～」作成。 

PC 造の特徴を解説しながら建物調査、診断に際しての留意点等、完成度を高めている。 

また「、管理組合理事会向け大規模修繕工事計画推進へのナビゲーション」も、管理組合理事会向け

に特化したものに改編中で、今期中に仮完了させるこれらの編集作業のスケジュール案について 8 月の

合同部会で意見交換を図り了承を得た。 

 

 

□ 余滴：  蜩の鳴く声つひに終わりけり   捷三郎

 


